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事

柱状コア主体。片理面に沿って亀裂がみられる。
暗

灰
B II a β 1

短柱状～岩片状コア。高角度の亀裂が多く、
所々2～5cm程度の岩片状となる。GL-33.60～3
3.80m間、石英主体。

灰

～

暗

灰

III b

岩片状～砂礫状コア。全体に粘土化が進行しコ
アは軟質。

IV

柱状コア主体。亀裂面に若干の風化がみられる。

C

III

γ

柱状コア主体。亀裂面に若干の風化がみられる。

暗

灰

B II β

2

短柱状コア主体で一部岩片状。破砕された岩片
が再結合した構造がみられる。

C III

c

γ

岩片状～砂礫状コア。全体に粘土化が進行しコ
アは軟質。

泥

質

片

麻

岩

暗

褐

灰

D V d δ

3

砂礫状コア。風化著しく粘土化が進行する。
泥質片
麻岩 暗褐灰 D V d δ 3

短柱状コア主体。風化が進行しコアは軟質。長
石と思われる白色の部分は指圧で岩片状に崩壊
する。

III

岩片～砂礫状コア主体。風化が進行し粘土化が
みられる。

IV

短柱状コア主体。風化が進行しコアは軟質。

灰

白

III

岩片～砂礫状コア主体。風化が進行し粘土化が
みられる。

IV

短柱状コア。破砕された岩片が再結合した構造
がみられる。

淡

灰

短柱状コア主体。風化が進行しコアは軟質。

珪

質

片

麻

岩

灰白色

D

III

c δ 3

短柱状コア主体。亀裂面沿いに風化が進行し粘
土化がみられる。

珪質片
麻岩

淡

灰
D III c δ 3

柱状コア主体。新鮮で亀裂少なく、亀裂面は密
着。

暗

灰
C II b β 1

岩片状～砂礫状コア主体。粘土化がみられる。D IV δ 3

短柱状コア主体。亀裂に沿って所々岩片状を呈
する。片理面に沿った亀裂が多い。
51.00～51.10m間、岩片状コア。
53.35～53.80m間、亀裂多い。

泥

質

片

麻

岩

灰
C III

c
γ 2

短柱状～柱状コア。石英・長石の斑晶を主体と
し、黒雲母の細脈を含む。

珪質片
麻岩

灰

白
C III b γ 3

柱状コア主体。全体に珪質で、珪質片麻岩と中
間的な組成を呈する。亀裂少なく、亀裂面は密
着。

泥質片
麻岩

灰 B II b β 2

柱状コア。石英を主体とする。
珪質片
麻岩 灰白 B II b β 2

短柱状コア主体。亀裂少なく、亀裂面は密着。
GL-55.05～55.30m間、70°程度の亀裂あり。

泥質片
麻岩

暗

灰
C III b β 2

柱状コア。石英を主体とする。
珪質片
麻岩

灰

白
B III b β 2
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短柱状コア主体。亀裂少なく、亀裂面は密着。
GL-55.05～55.30m間、70°程度の亀裂あり。

泥質片
麻岩

暗

灰
C III b β 2

柱状コア。石英を主体とする。
珪質片
麻岩

灰

白
B III b β 2

柱状～棒状コア主体。全体に新鮮で亀裂面は密
着。
GL-57.00～57.20m間、珪質で白雲母を多く含む
み、下位の黒雲母主体の部分と不整合で接する。
GL-61.35～61.75m間、珪質な部分が5～10cm程
度の脈状に確認される。

B II

短柱状コア主体。片理面に沿って亀裂が多い。

暗

灰

C III

柱状～棒状コア主体。全体に新鮮で亀裂面は密
着。所々層厚5～10㎝程度の珪質な部分が確認さ
れる。
GL-58.3m付近、岩片状コア。

泥

質

片

麻

岩
暗

灰

～

灰

白

B II

b β 2

岩片状～短柱状コア。全体に風化が進行し、コ
アは軟質。指圧で砂礫状に崩壊する。

珪質片
麻岩

灰

白
D IV c δ 3

柱状～棒状コア。全体に新鮮で亀裂面は密着。
泥質片
麻岩

暗

灰
B II a β 1

柱状コア主体。全体に新鮮でコアは硬質。
珪質片
麻岩 淡緑灰 B II a β 2

柱状コア主体。全体に新鮮で硬質。亀裂面は密
着。

暗

緑

灰

B II

短柱状～岩片状コア。片理面沿いおよび高角度
の亀裂が発達する。
GL-66.30～66.50m間、岩片状コア。

C III

柱状～棒状コア主体。全体に新鮮でコアは硬
質。亀裂は少なく、片理面沿いに確認され、亀
裂面は密着。
GL-66.60～66.80m間、70°程度の亀裂。

II

短柱状～柱状コア主体。片理面に沿って亀裂が
みられる。
GL-69.00m付近、亀裂面に粘土を挟在する。

暗

灰

III

b

柱状～棒状コア主体。全体に新鮮で珪質、コア
は硬質。亀裂は少なく片理面に沿って確認され
る。
石英分の多い部分では片理の方向は一定しない。

GL-74.90m付近、亀裂面に二次鉱物の黄鉄鉱が確
認される。

GL-75.00～76.90m間、石英を主体とする層厚5
～10㎝程度の脈を多く挟在する。

泥

質

片

麻

岩

灰

～

暗

灰

B

II a

β 2

柱状コア主体。石英・長石の斑晶を主体とし、
黒雲母を多く含む。黒雲母を多く含む黒い部分
と石英・長石主体の白い部分により縞状の構造
を示す。
GL-77.40～77.50m間、淡赤褐色を呈する。

灰

柱状コア主体。全体に著しく珪質で、ほぼ石英
から構成される。亀裂角は水平に近いものを主
体とする。

GL-79.45～79.60m間、高角度の亀裂がみられ岩
片状となる。

GL-81.15～81.30m間、高角度の亀裂がみられ岩
片状となる。
GL-81.45～81.60m間、黒雲母を多く含む。
GL-82.10～82.25m間、高角度の亀裂がみられる。

B II a

岩片状コア。高角度の亀裂が発達する。C IV b

柱状コア主体。石英・長石を主体とし、黒雲母
を含む。
GL-93.20～93.40m間、黒雲母を多く含む。

白

柱状コア主体。石英・長石を主体とし、黒雲母
を含む。

GL-85.10～85.50m間、0.5～1cm程度の粗粒な斑
晶がみられる。

GL-86.40～88.50m間、縞状構造を示す。

GL-89.00m付近、0.5～1cm程度の粗粒な斑晶が
みられる。

B II a

β

岩片状コア主体。縦方向の亀裂が発達する。亀
裂面に粘土を挟在する。

D IV c γ

柱状コア主体。石英・長石を主体とし、黒雲母
を含む。30～50°程度のやや高角度な亀裂が多
い。
石英を主体とする部分と、縞状構造を示す部分
が不均質に入り混じる。
GL-90.10m付近、やや亀裂多い。

a β

短柱状～岩片状コア主体。高角度の亀裂が発達
する。
GL-92.10m付近、砂礫状を呈し粘土を含む。

C III

γ

柱状コア主体。石英・長石を主体とし、黒雲母
を含む。
GL-93.20～93.40m間、黒雲母を多く含む。

灰

～

灰

白

柱状～棒状コア主体。石英・長石を主体とし0.5
～1㎝程度の粗粒な斑晶により構成される。

灰

白

II

棒状コア。石英・長石を主体とし、黒雲母を多
く含む。全体に新鮮でコアは硬質。縞状構造を
示すが、片理の方向は一定しない。

灰 I

柱状～棒状コア主体。石英・長石を主体とし、
黒雲母を少量含む。0.5～1cm程度の粗粒な斑晶
を主体とする。亀裂は少なく亀裂面は密着。
GL-95.60～95.90m間、黒雲母を多く含み灰色を
呈する。
GL-96.05～96.25m間、亀裂多く岩片状。
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を主体とする。亀裂は少なく亀裂面は密着。
GL-95.60～95.90m間、黒雲母を多く含み灰色を
呈する。
GL-96.05～96.25m間、亀裂多く岩片状。

GL-97.70m付近、亀裂多く岩片状。

B

II

β

短柱状～岩片状コア主体。石英を主体とし、黒
雲母を含む。高角度の亀裂が発達する。
GL-99.30～99.50m間、砂礫状コア。

GL-100.00～100.40m間、黒雲母の細脈に沿って
亀裂が発達する。
GL-100.40～100.50m間、カタクラサイト。

GL-101.35～101.50m間、砂礫状コア。

灰

～

灰

白

C IV c γ

柱状～棒状コア主体。石英主体で黒雲母の細脈
を少量含む。

灰

白

色

B II b

柱状～岩片状コア主体。60°程度の亀裂が多い。

GL-102.60～103.10m間、亀裂多く岩片状コア主
体で、亀裂面に粘土化がみられる。

GL-103.40～103.50m間、砂礫状コア。粘土を含
む。

GL-104.00～104.20m間、岩片状。

灰

～

灰

白

色

C III c

β

柱状～岩片状コア主体。
GL-104.65～104.80m間、亀裂多く岩片状。亀裂
面に粘土化がみられる。
105.65m付近、2㎝程度のメルトの脈。

C III c γ

棒状コア。全体に新鮮でコアは硬質。

泥

質

片

麻

岩

暗

灰

B I a β

2

柱状コア主体。石英・長石を主体とし、黒雲母
を多く含む。全体に縞状構造を呈し、片理面は
ほぼ水平。亀裂は片理面に沿ってみられる。

B III

岩片状コア主体。高角度の亀裂によりブロック
状となる。
GL-113.50～113.60m間、白雲母を多く含む。

珪

質

片

麻

岩

灰

～

灰

白

C IV

b β 2

短柱状～砂礫状コア。泥質片麻岩を原岩とする
カタクラサイト。上位、下位とも不整合で接す
る。亀裂面に粘土化がみられる。

D c γ

短柱状～岩片状コア。亀裂は多いが亀裂面に風
化はみられない。

C

IV

柱状コア主体。全体にやや珪質でコアは硬質。
片理面に沿った亀裂を主体とし、所々高角度の
亀裂が確認される。亀裂面は密着。

GL-116.50～116.75m間、70°程度の亀裂。

GL-116.90～117.05m間、珪質部主体。

GL-117.15～117.50m間、70～90°の亀裂。

GL-117.45～117.60m間、珪質部主体。

GL-118.10m付近、黒雲母主体の部分と珪質部が
不整合となる。

泥

質

片

麻

岩

暗

灰

B III
b β

2

岩片～砂礫状コア。著しい風化を受けコアは軟
質。亀裂面に粘土化がみられる。

珪質片
麻岩 灰白 D IV c δ 3

短柱状～岩片状コア。亀裂多いがコアは新鮮で
硬質。

IV

短柱状～柱状コア主体。コアは新鮮で硬質。
B

III
b β 2

岩片状～砂礫状コア主体。全体に著しく亀裂多
く、亀裂面に粘土を挟む。
GL-120.40～120.55m間、珪質片麻岩を挟在。

泥

質

片

麻

岩

暗

灰

C IV c γ 3

岩片状コア主体。全体に著しく亀裂多く、亀裂
面に粘土を挟在する。所々破砕され再結合した
構造が確認される。

灰

白
C IV c γ 3

短柱状～柱状コア主体。全体に新鮮でコアは硬
質。片理面に沿った亀裂を主体とする。

GL-123.00～123.65m間、石英、長石の斑晶を主
体とする。

GL-124.00～124.25m間、亀裂多く岩片状。

GL-124.00～125.15m間、縞状構造を示す。

珪

質

片

麻

岩

灰

～

灰

白

B III b β 2

柱状コア主体。全体に珪質でコアは硬質。所々
珪質な部分を細脈として挟在する。片理面に沿
った亀裂主体。

B III b β

岩片状コア主体。亀裂面沿いに風化がみられる。

泥

質

片

麻

岩

暗

灰

C IV c γ

2

短柱状コア。珪質片岩を原岩とするカタクラサ
イト。

珪質片
麻岩

灰

白
C III c γ 3

短柱状～柱状コア主体。亀裂面に沿って若干風
化。
GL-128.00～128.10m間、破砕後再結合した構造
がみられる。

III

岩片状コア主体。亀裂多く亀裂面に風化がみら
れる。
GL-129.20～129.30m間、珪質な部分を不整合に
挟在。
GL-129.30～129.40m間、粘土化がみられる。

C

IV

c γ

柱状コア主体。所々珪質な部分を脈状に挟む。
GL-131.45～131.55m間、岩片状となり粘土を含
む。

B III b β

短柱状～岩片状コア。

泥

質

片

麻

岩

暗

灰

C IV c γ

2

短柱状～岩片状コア。亀裂は密着。
灰～
灰白 B IV b β 2

岩片状～砂礫状コア。粘土化がみられる。D V c δ 3

柱状コア主体。亀裂は少なく亀裂面は密着。

珪

質

片

麻

岩

灰

白 B III b β 2

柱状～棒状コア主体。全体に新鮮でコアは硬質。

GL-134.30～135.05m間、黒雲母主体。

GL-135.05～135.70m間、やや珪質で縞状構造が
発達。

GL-135.70～136.35m間、珪質な部分が多い。
GL-136.35～137.30m間、やや珪質で縞状構造が
発達。

B II a β
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GL-135.70～136.35m間、珪質な部分が多い。
GL-136.35～137.30m間、やや珪質で縞状構造が
発達。

B II a β

短柱状～柱状コア主体。全体に珪質でコアは硬
質だが、縦方向に微小な亀裂が多くみられる。
亀裂面に風化がみられる。
GL-137.50～137.60m間、珪質片麻岩を不整合に
挟在。

III γ

2

短柱状～岩片状コア主体。風化によりコアはや
や軟質で、亀裂面に粘土化がみられる。

IV δ 3

短柱状～柱状コア主体。コアは硬質だが亀裂や
や多く、所々高角度の亀裂がみられる。亀裂面
に風化がみられる。
GL-139.85～139.90m間、珪質片麻岩の薄層を挟
在。

C

III

c

γ

柱状～棒状コア主体。コアは硬質で亀裂少な
い。亀裂は片理面沿いで密着。
GL-141.40～141.70m間、珪質部を多く含む。

暗

灰

B II b β

2

岩片状～砂礫状コア。全体に珪質。粘土化がみ
られる。

灰 D V d δ 3

柱状～棒状コア主体。全体に新鮮でコアは硬
質。所々珪質部を脈状に挟在する。B II b β 2

岩片状コア主体。亀裂面に粘土化がみられる。D IV c γ 3

短柱状～柱状コア主体。片理面に沿って亀裂が
みられ、亀裂面は密着。所々珪質部を細脈とし
てはさむ。

泥

質

片

麻

岩

暗

灰

B III b β 2

柱状～棒状コア主体。石英、長石の粗粒な斑晶
主体でガーネットを含む。亀裂少なく亀裂角は4
0～50°を主体とする。

珪

質

片

麻

岩

灰

白
B II b β 2

柱状コア主体。全体に珪質で縞状構造が発達す
る。片理面に沿って亀裂がみられる。
GL-146.65～146.80m間、亀裂多く岩片状。
GL-146.70～146.90m間、珪質部多く含む。
GL-147.10～147.50m間、珪質部多く含む。
GL-147.75～147.85m間、珪質片麻岩の薄層を挟
在。

泥

質

片

麻

岩

灰

～

暗

灰

B III b β 2

柱状コア主体。石英、長石の粗粒な斑晶を主体
とする。50°程度の亀裂がみられる。
GL-149.00～149.40m間、黒雲母を多く含む。

珪

質

片

麻

岩

灰

～

灰

白

B III b β 2

柱状～棒状コア主体。全体に新鮮でコアは硬
質。亀裂面は密着。
GL-150.30～150.55m間、珪質部多く、GL-150.0
0m付近で珪質片麻岩の脈を挟在する。

泥質片
麻岩

暗

灰
B II b β 2

棒状コア。石英、長石の粗粒な斑晶を主体とし
黒雲母を含む。
GL-151.10m付近、黒雲母多く含む。

珪質片
麻岩

灰～

灰
白

B I a β 2

柱状コア主体。全体にやや珪質で硬質。片理面
に沿って亀裂がみられる。

泥質片
麻岩

暗

灰
B III b β 2

棒状コア。石英、長石を主体とし黒雲母を含
む。全体に新鮮で硬質。

珪質片
麻岩

灰

白
B I a β 2

棒状コア。全体に珪質で硬質。
泥質片
麻岩

灰～
暗灰 B I a β 2

棒状コア。石英、長石を主体とし黒雲母を含
む。縞状構造を示す。B I a β

短柱状コア。亀裂面に風化がみられる。D IV c

柱状コア主体。GL-150.25～150.40m間、高角度
の亀裂。C III b

岩片状コア。亀裂面に粘土を少量挟在する。

珪

質

片

麻

岩

灰

白

D IV c

γ

2

柱状コア主体。新鮮でコアは硬質。片理面沿い
に亀裂がみられる。
GL-157.30～157.40m間、珪質片麻岩の薄層をは
さむ。

泥質片
麻岩

暗

灰
B III b β 2

柱状コア。新鮮でコアは硬質。粒子の細かい花
崗岩。

花崗岩 灰 B II a α 1

柱状コア。石英、長石の粗粒な斑晶を主体と
し、黒雲母を含む。
GL-157.85m付近、泥質片麻岩の薄層を不整合に
挟む。

珪質片
麻岩

灰

白
B II a α 1

柱状コア。新鮮で硬質。粒子の細かい花崗岩。

花

崗

岩

灰

白
B I b β 2

短柱状コア。亀裂面に若干の風化がみられる。
泥質片
麻岩

灰 B III a α 1

棒状コア。石英、長石の粗粒な斑晶を主体と
し、黒雲母を少量含む。

暗

灰
III

柱状～棒状コア。石英を主体とし、黒雲母の細
脈を含む。不明瞭な縞状構造を示す。所々粗粒
な斑晶が確認される。

珪

質

片

麻

岩

灰～
灰白

B
II

b β 2

柱状～棒状コア主体。全体に優白部多く、顕著
な縞状構造がみられる。コアは新鮮で硬質。片
理面に沿って亀裂がみられ、亀裂面は密着。

B II b β

短柱状～柱状コア主体。全体に片理面に沿った
亀裂が多く、亀裂面に風化がみられる。所々数c
m厚で岩片状を呈する。

泥

質

片

麻

岩

灰

C III c γ

2

柱状コア。石英を主体とし、黒雲母の細脈を多
く含む。

珪質片
麻岩

灰

白
B II b β 2

短柱状～岩片状コア。全体に片理面に沿った亀
裂が多く、亀裂面の風化がみられる。IV

短柱状～柱状コア主体。優白部多く、顕著な縞
状構造を示す。片理面に沿って亀裂がみられ、
亀裂面は若干風化。
GL-169.65m付近、砂礫状コアで粘土を少量含む。

泥

質

片

麻

岩

灰 C

III

c γ 2

岩片状コア主体。石英、長石の斑晶を主体とす
る。高角度の亀裂がみられ、亀裂面は弱風化。

珪質片
麻岩

灰
白

C IV c γ 2

岩片状コア。C IV c γ

柱状～棒状コア主体。所々岩片状コアとなる。
全体に優白部が多く、顕著な縞状構造を示す。
片理面に沿って亀裂がみられる。
GL-171.40～171.50m間、岩片状。

GL-174.90m付近、砂礫状コアとなり粘土を少量
含む。
GL-175.30m付近、不整合。

B II b β

短柱状～柱状コア主体。片理面に沿った亀裂を
主体とし、亀裂面は若干風化。珪質な部分がや
や多い。
GL-176.70m付近、岩片状。

C III c γ
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177.00

181.30
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184.05
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196.50

197.35
197.50
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203.20

203.90

204.30
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205.65
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207.00
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短柱状～柱状コア主体。片理面に沿った亀裂を
主体とし、亀裂面は若干風化。珪質な部分がや
や多い。
GL-176.70m付近、岩片状。

C III c γ

柱状～棒状コア主体。全体に新鮮でコアは硬
質。片理面に沿って亀裂がみられ、亀裂面は密
着。所々珪質な部分を多く含む。

II

短柱状～岩片状コア主体。高角度の亀裂が多
く、亀裂面は密着。所々珪質な部分を脈状に含む

GL-183.0～183.10m間、砂礫状で粘土を含む。

IV

棒状コア。全体に新鮮でコアは硬質。黒雲母を
主体とする。

B

I

b β

短柱状コア。片理面に沿って亀裂が発達する。

泥

質

片

麻

岩

暗

灰

C IV c γ

2

柱状コア主体。石英を主体とし、黒雲母の細脈
を少量挟在する。

珪質片
麻岩

灰
白

B II b β 2

柱状コア主体。全体に新鮮で硬質。片理面に沿
って亀裂がみられ、亀裂面は密着。
GL-185.50～185.80m間、珪質部を多く含む。

泥

質

片

麻

岩

暗

灰
B II b β 2

柱状コア。石英、長石の粗粒な斑晶を主体と
し、黒雲母の細脈を少量挟在する。

珪質片
麻岩 灰白 B II b β 2

柱状～棒状コア主体。全体に珪質で所々優白部
を主体とする部分がみられる。片理面に沿って
亀裂がみられ、亀裂面は密着。

暗

灰
B II β

柱状コア主体。全体に珪質で優白部の細脈を多
く挟む。片理面に沿って亀裂がみられ、亀裂面
に若干の風化が確認される。
GL-191.80～191.90m間、花崗岩の岩脈を挟む。

灰

～

暗

灰

C III γ

柱状～棒状コア主体。全体に珪質で所々優白部
を主体とする部分がみられる。片理面に沿って
亀裂がみられ、亀裂面は密着。所々不整合がみ
られる。

泥

質

片

麻

岩

暗

灰
B II

b

β

2

岩片状～砂礫状コア主体。高角度の亀裂が発達
し、亀裂面に沿って粘土化がみられる。

珪質片
麻岩

灰

白
D IV c δ 3

岩片状～砂礫状コア主体。亀裂面に沿って粘土
化がみられる。

暗灰 IV c 3

短柱状コア。黒雲母主体でコアはやや軟質。

泥質片
麻岩 黒

褐

D
III b

γ
2

岩片状～砂礫状コア主体。高角度の亀裂が発達
し、亀裂面に沿って粘土化がみられる。

珪質片
麻岩 灰白 D IV 3 δ 3

岩片状～短柱状コア。C IV γ

柱状～棒状コア主体。全体に珪質で縞状構造が
発達。片理面に沿って亀裂がみられ、亀裂面は
密着。
GL-197.65～197.75m間、花崗岩の細脈を挟在。
GL-199.30～199.45m間、花崗岩の細脈を挟在。

II

短柱状～柱状コア主体。片理面に沿って亀裂が
みられ、亀裂面は密着。亀裂面は若干風化。
GL-200.25～200.40m間、砂礫状コア。
GL-201.25m付近、花崗岩の細脈を挟在。

泥

質

片

麻

岩

暗

灰 B

III

b β 2

短柱状～柱状コア主体。珪質片麻岩を原岩とす
るカタクラサイト。コアは軟質で亀裂面に粘土
化がみられる。

珪質片
麻岩

白 D III c δ 3

短柱状～岩片状コア。泥質片麻岩を原岩とする
カタクラサイト。コアはやや軟質で亀裂面に粘
土化がみられる。

泥質片
麻岩

暗

灰
D IV c γ 2

岩片状コア主体。珪質片麻岩を原岩とするカタ
クラサイト。コアは軟質で亀裂面に粘土化がみ
られる。

珪質片
麻岩

白 D IV c δ 3

岩片状コア主体。亀裂著しく多く、亀裂面に粘
土化がみられる。

D IV δ

短柱状コア主体。泥質片麻岩を原岩とするカタ
クラサイト。亀裂面に粘土化がみられる。C III γ

岩片状コア。粘土を多く含む。D IV δ

短柱状コア主体。泥質片麻岩を原岩とするカタ
クラサイト。

暗

褐

灰

C

c

γ

3

短柱状～柱状コア主体。珪質で縞状構造が顕著
にみられる。所々高角度の亀裂がみられる。
GL-206.90m付近、珪質片麻岩の薄層を挟在。

III

柱状～棒状コア主体。全体に珪質で縞状構造が
顕著にみられる。片理面沿いに亀裂がみられ
る。亀裂面は密着。
GL-207.00～207.10m間、花崗岩の薄層を挟在。

II

棒状コア。全体に新鮮で硬質。亀裂少なく亀裂
面は密着。
GL-208.0m付近、花崗岩の薄層を挟在する。

泥

質

片

麻

岩

灰 B

I

b β 2
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